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ヴィグ共同体の創設者崇敬＊

宮崎衣澄＊＊

キーワード：古儀式派共同体、創設者、列聖

BbirOBCKOe 06Il(e)l(J1TeJJbCTBO (1694-1856) 113BeCTHO KaK AYXOBHbl註，

X03雌 CTBeHHbIH 11 KYJJ紅 ypHbl社 u.eHTp 6ecno6osu.es - OAHOro 113 且syx OCHOBHbIX 

Hanpas爬 H雌 crnpoo6pl!耶 ecrna. C'-!HTaeTCll,'!TO CBOeMy npou.seTaHHIO 3Ta 

pen11rno3H邸 06皿 HaBO MHOfOM 6皿 a06昭 aHayMenoMy PYKOBOACTBY 11 yc11n訊 Mee

nepBblX Cl10ABl1)1(HJ1KOB -ITeTpa ITpoK0!1beBa, 八aH皿 aB111cyn11Ha, AHApel! 11 CeM蜘 a

八eHHCOBbIX.

<I>aKT cyll(eCTBOBaHHll cneu.11皿 bHOCOCTaBJJeHHOfO)1(]1TJ1ll BbIWenepe'-!HCJJeHHblX 

HaCTaBHHKOB, a TaK)l(e伽aKTnpoBeAeHHll B HX'-leCTb cneu.11皿 bHbIXu.epKOBHbIX cnyllc6 

HaBOAHT Ha npeAI10JJO)l(eH11e O J(aHOHH3all_l111 nepBblX'-!eTblpex HaCTaBHHKOB 

BbirOBCKOrO o6Il(e)Kl1Tl1月．

I13BeCTHO,'!TO rnaBHO社 u.enb!Ocrnpoo6pl! 皿 es6bIJJO coxpaHe皿 e TpaA皿雌 H

1caH0Ha pyccKoro AOpe伽OpMeHHOfO npasocnaBHll, B CBll311 C 3Tl1M rnnoTe3a 0 

KaHOHH3au_1111 nepBblX u.epKOBHblX 几el!Ten蝉 BbifOBCKOH 0611(11Hbl, B KOTOpOH 

OTCYTCTBOB皿 11 CBl!Il(eHHl1Kl1 11 u.epKOBHal! 11epapx畑， Ha Haw B3rJJllA, Tpe6yeT 

A0110JJHl1TeJJbHOfO 113y'-!eHl1月.B npeACTaBJJeHHO甘CTaTbeMb! o6paTl1Jll1 BHl1MaH11e Ha 

YllCe cyll(eCTBY!OlIJl1e pa60Tbl 110皿 HHOHTeMe, a TaK)Ke nposen11 caMOCTO町 eJJbHOe

11CCJJeAOBaHl1e OCHOB 11 np11咄 HKaHOHl13aU.1111 B Bbire. 

B pe3yJJbTaTe Mb! 11p11wn11 K BbIBOAY O TOM,'!TO Ha nocneAHeM 3Tal1e 

cyll(eCTBOBaH卵 BblfOBCKOfO o6Il(e)Kl1TeJJbCTBa, ero nepBbie HacTaBHl1Kl1 

A雌 CTBl1TeJJbHO110Jlb30B皿 11CbOC06bIM 110咄 Tam1eM,o且HaKO110Ap06Hal! 11H伽opMau.訊

0 xapaKTepe 11X KaHOHl13au.1111 He AOWJJa AO Haw11x AHe11. 

0THOWeH11e)1(11TeJJ雌 BblfOBCKOHCTapoo6pl! 邸 eCKO月06lIJl1HblI(CBOl1M nepBbIM 

C110AB11)KHl1KaM, CTaHOBl1TC月 6onee110Hl!THO nocne 3HaKOMCTBa C 11X 11306pa)l(eHl1l!Ml1 

Ha 11KOHax 11 p11COBaHHOM ny6Ke, 113fOTOBJJeHHbIX B Bb1re. Ha  Hl1X BbIWeH四 BaHHble

* ll0Y11rnm1e ycTpottTeneii Bhtra (MI1皿 3AKI1l1111yMH) 
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152 ヴィグ共同体の創設者崇敬

邸只Tel111pttCOB皿 l1Cb6e3 Hl1M60B. 3TOT伽aKTCTaBHT 110)], COMHeHtte rl1110Te3y O TOM, 

町 0nepBbie BhlfOBCKHe HaCTaBHl1Kl1 6hIJ1l1 np卵 l1CJ1eHblK Jll1灼 CB月Tb!X.TeM He MeHee 

l1KOHOlll1CHOe l1306pal!(eHl1e Y)Ke caMO no ce6e YK四 bJBaeTHa Bh!CO的 JOCTeneHb l1X 

no咄 TaHH月. B03Hl1KaeT Bonpoc:'leM OHO 6h!J10 Bbl3BaHo? CKopee BCero, 皿 eHbl

06!lll1Hbl CJl傾 OBaJ1l1 KaHOHaM pyCCKOfO Tpaハl1~l10HHOro MOHa!lleCTBa, a l1MeHHO 

npttMepaM ConoBe~KOfO MOHaCTblp月. KpoMe Toro, cy: 且月 no "qy几ecaM"HaCTaBHHKa 

AH,11pe月， Olll1CaHHhlX I1BaHOM 伽 Jll1110Bb!M,)!(l1TeJ1l1 Bb1ra Ha)l,e月J111Ch,'lTO l1X 

HaCTaBHl1Kl1 nocne CBOe月 CMepT11 CTaHyT l1X 110KpOBl1TeJ1月Ml1 l1 C 11X TIOMO山h!O

o6!llttHa CMOll<eT nony咄 Thoco6y10 6o)!(hIO 6naro邸 Tbl1 3a山111)'.

1 . ヴィグ共同体の創設者とは

ロシア正教古儀式派の無司祭派に属するヴィグ共同体 (1694-1856) は、文化的・経済

的水準において他の古儀式派共同体から傑出していたことはよく知られている。国家正

教側から出された教理に関する質問に答えた「ポモーリエの回答」 (1722-23)は、共同体

の高い論理的水準を示すものとして評価されている。その他、イコン、写本、ルボーク

などにおいて独自の流派を形成した。このような共同体発展の礎は、その創設者たちに

よって築かれたものである叫

ヴィグ共同体の創設者とは、具体的に誰を指すのだろうか。ヴィグ共同体の4代目僧

院長のイヴァン・フィリッポフ (1661-1744) は、同共同体の歴史書「ヴィグ僧院の歴史」

の中で、ピョートル・プロコピエフ (1673-1719)、ダニール・ヴィクリン (1653-1733)、

アンドレイ・デニーソフ (1674-1730)、セミョン・デニーソフ (1682-1741) の4人を

"6oroco'-leTaHHOH•1ernep11u,e11" (神によって結び合わされた御四方）として、特別に崇敬

される地位においている叫はじめにこの4人について簡単にみてみたい。

オストロフスキーは、ヴィグ共同体の第一の創設者として、ダニール・ヴィクリンを

あげている叫ヴィグ共同体がダニール修道院と呼ばれたのも、彼の名に因んでいる。

ダニールは、アンドレイ、ピョートルと共に、古儀式派の最初期を知る修道士コルニー

リイ 4)らを宗教上の指導者とした。また、ダニールはソロヴェッキー修道院の修道士イ

'1Bypra巾TC. r., YwaKoB 11. A. Crnpoo6pJI且'!ecrno.JIHua, co6bITHll, npet.MeTbI H C!IMBOJJhI. M., 1996. C. 69, 
lOXHMeHKO 3. M. (pet..) Hell3BeCTH3Jl Poccirn. K 300-JJeT!IIO BblrOBCKOH crnpoo6pl!t¥CKOH nycTbIH!I. M., 1994. C. 6. 

他。

'1JOx11MeHKO E. M. Bbl「OBCK3JlCTapoo6pJiti'leCK3Jl nycTb!Hb. 恥XOBH3Jl)Kll3Hbll mnepaTypa. M., 2002. C. 287. 

'110cTpoBcK雌八.BbirOBCK3Jl nycTblHb !I ee 3Ha'!e皿 eB 11crnp1rn crnpoo6pJI且'!ecKoropacKona. TTeTpo3aBoticK. 19 I 4. 

C.28. 

"KopHHJJHeno-KaMeJJbCK修道院で剪髪式を受けた者 (nocTp!!lKeHH!IK) 0 (!OxHMeHKO E. M. C. J 6.) 
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グナーチイとも生活しており 5)、彼から多大な影響を受けていたようである。ダニール

は初代ヴィグ僧院長 (Kl1HOB!1apx) であり、「ポモーリェの回答」に最初に名を連ねてい

る叫ポヴェネーツ出身のアンドレイ・デニーソフは、 17歳で友と隠遁生活をはじめ、

ダニールのヴィグ共同体設立を助けた叫その後 2代目僧院長となり、同共同体を宗教

面、経済面において確立させた。彼ほど古儀式派のために功績を残した者は、後にも先

にもいないと評されるほどである叫ヒ°ョートル・プロコピエフはデニーソフの親戚で、

教会規則に特に明るかったため、主に奉神礼の制定に関与したという。以上の 3人がヴ

イグ共同体設立に直接関与していた。アンドレイの弟であるセミョン・デニーソフは、

設立から 3年経った 1697年にヴィグ共同体に加わった叫セミョンは特に文学において

才能を発揮し、「ソロヴェッキーの教父と苦行者の歴史」 (1710年代）をはじめ、古儀式

派信仰に関する多くの著述を残し、兄のアンドレイの死後 3代目僧院長となった。その

ため、ヴィグ共同体の信者は、以上の4人を、創設期に特に活躍した指導者として特に

崇敬している。

では、次世代のヴィグ共同体信徒にとって、創設者はどのような存在であったのか。

聖人として敬われていたのか、あるいは、たんに偉大な先駆者として、尊敬を集めてい

たのだろうか。「聖人」の有無を明確にすることは古儀式派共同体の特徴づけのために重

要である。そこで、ヴィグ共同体創設者崇敬について、様々な研究者の論を詳細に分析

すると共に、イコンや手書のルボークという芸術面からも考察する。

2 ヴィノクーロヴァ

ヴィグ共同体銅製イコン研究の第一人者である、ヴィノクーロヴァは、ヴィグの指導

者の守護聖人を描いた銅製イコンに関する論文で、ヴィグの創設者崇敬について次のよ

うに述べている叫

"no咄 Ta皿 e ycTpOHTenell IIYCTbIHH B CBOeM Kpyry 6bJJ10 CTOJlb 3H31JHTeJlbHbIM,'ITO 

ecTecrneHHO rrpHBeJlO K o603Ha11emuo HX B JlHKe MeCTHO'ITHMbIX Ha Bhire CB月TbIX*11)"

510cTpOBCK雌八.B皿 OBCKan... C. 29. 
oiBypra巾TC. r., YmaKOB 11. A. Crnpoo6p只耶ecrno... C. 65. 
710cTpOBCK雌几.Bb1roncKan ... C. 29. 

81 OcTpOBCKIIH八.Bb1roscKa只...C. 29. 

町leKCHHCK雌 JJeTom1ceu.f TTy6JJ.Cpe3HencKoro B. 11. ff MaTep11叫 IK IICTOplrn II 113Y'!eHHIO pyccKoro ceKTaHTCTBa 
H paCKOJla. flo八pe11.B.八.6oH'!-6pyeBH'!a. CTT6., 1908. C. 276. 
101B11H0Kyposa 3. n. Me八HbleJll!Tble IIKOHbl naTpOH皿 Hb!XCB年 1xBb1roscK11x HaCTaBHIIKOB. ff Xy110JKecrneHHhitt 
MeT邸 JJPocc1111. M., 2001. 

11)、‘僧院の創設者崇敬は、彼らの間で、非常に重要であったので、自然にヴィグの地方で崇敬される聖人
の外貌で彼らを表示することになった。〔訳ーl.M.〕ロシア正教会の聖人には、ロシア全体の聖人と地方の
聖人がある。地方の聖人は、地方の、特に追骸が収められている修道院や教区の教会と密接に結びついて
いる。地方搬人であっても、全体の聖人であっても、毎年記憶のHを祝い、命Hに特別の奉神礼を行う。
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そして、ヴィグ指導者の庇護聖人の銅製イコンが作られたのは、指導者が聖人の列に加

えられる前のことであるとしている王ヴィノクーロヴァは、ヴィグ共同体の創設者（ダ

ニール・ヴィクリン、ピョートル・プロコピエフ、アンドレイ・デニーソフ、セミョン・

デニーソフ）が、ヴィグ共同体において聖人の列に加えられたとする根拠に、オストロ

フスキーとドゥルジーニンの論文の引用と、手書のルボークを挙げている 13)。しかし、

本当にヴィグ共同体の創設者は、次世代の同共同体信者によって、聖人の列に加えられ

たのだろうか。次に、ヴィノクーロヴァが挙げた論文等を分析することで、この問題を

さらに検討する。

2. 1. オストロフスキー

ペトロザヴォーツクの司祭で、ヴィグ共同体から撤去された遺物の管理者であったオ

ストロフスキーは、多くの文字資料に基づき、ヴィグ共同体の歴史についての論文「ヴィ

グ僧院と古儀式派の歴史における意義」を執筆している 14)。オストロフスキーは、ヴィ

グ共同体の創設者崇敬について、次のように述べている。

BblfOBl.(bl He TOJ1bKO B03BeJ1!1 B COHM CBllTbIX HeKOTOpbIX 113 npe派[(e 6b!Bllll1X 

pacKonoyq11Tene註， HO y八OCT011J1l1 TTO-B11八HMOMY JTO註 BbICOKO社 '!eCTH 11 CBOHX nepBbIX 

HaCTOl!Ten雌？八aH皿 a,AH八pell,CeMeHa 11 《eKKJ1ec11apxa》 0eTpa15)" . 

オストロフスキーは、ヴィグの最初の指導者が列聖されたことを示す確たる資料はな

い、としながらも、創設者が列聖されたであろうと考える、マカーリーの論を引用し、

支持している叫そこで、マカーリーの論文「古儀式派の名で知られるロシア分離派の

歴史」 17)に立ち戻って検討する必要がある。

モスクワ府主教で、神学者、教会史家であったマカーリー(1816-1882)は、フィリッポ

フを引用して、ヴィグ共同体の創設と繁栄に特に貢献した、ダニール、ピョートル、ア

(AnepHHUeB C. C ( )  Xp . rnaB. pet¥ IICTl!aHCTBO. 3HUHKJlOITe八ll4CCKHHCJ!OBapb. T. I. C. 674.) 

12)" 〔銅製イコンが制作されたのは一J.M.〕彼ら〔創設者〕の没後で、かつ「列塑」の前であろう。列聖後は、

庇渡堕人ではなく、新しい「長老 (crnpueB)」自身を、イコノスタシスに置くことが可能となるので、庇設

艇人の意味はなくなってしまうのではないか（中略） 彼も〔セミョン・デニーソフーJ.M.〕ヴィグで加え

られた聖人の中に入っているので、「列型」は彼の生前、つまり 1741年以前にはありえない。"(BllHO町posa

3.TT.Me且Hb!e…C.209.) しかし、現存するヴィグの銅製イコンに、創設者自身を描いたものは見られない。

13)、'19世紀初頭のルボークには、「列聖」された4人の人物すべてが一緒に描かれており（後光はないもの

の）、「列聖」の興味深い資料と思われる。"(BHHO埒poaa3. n. Me/:¥Hh1e ... C. 213. 注 34.)オストロフスキー、
ドゥルジーニンの引用ー (B1m0Kyposa3. n. Me/:¥Hbie…C. 201.) 
1-1)注3参照。

15)"ヴィグの人々は聖人の列に、以前の一部の古像式派指導者を加えたのみならず、この高い名脊を自ら

の最初の指導者ーダニール、アンドレイ、セミョン、ピョートルにも与えた。〔訳ーJ.M.〕" -OcTpOBCK雌

八.BbifOBCKa月...C. 57. 

i6l0cTpOBCKHH ,[¥. B皿 OBCKaJI…C.58. 
17) 
MaKap!!tt. l1cTOpllll pyccKOfO pacKOJla, ll3BCCTHOfO [10八IIMCHCMcrnpoo6pll且<Jecrna.CTTE., 1855. 
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ンドレイ、セミョンにそれぞれ賞賛の呼び名があり、この4人をまとめて、 qernep111¥a

6orocoqeTaHHail 11 qeTbipeM EBaHreJ1!1CTOM paBHO咄 C爬 HHil1などと呼んでいたと記してい

る 18)

この表現から、 4人の創設者が篤く崇敬されていたことが分かるが、聖人の列に加え

られていたとするのは早計である。しかし、マカーリーは、いくつかの根拠を挙げて、

これら 4人がおそらく列聖されたと推測している l9)。まず、彼らにそれぞれ特別な奉神

礼 (cJJy)K6a) があって、そこで「克肖者 (11pe110,L¥06Hb!eOT[.¥hl) 」と呼ばれている 20)。これ

は、修道士出身の聖人に向けて用いられる呼称である。マカーリーが、創設者の礼拝が

行われたと指摘している日は、創設者と同名である庇護聖人の祝日である。ダニールは

預言者ダニール (10月 31日2l))、アンドレイはアンドレイ・ストラチラト (8月 19日）、

ピョートルは使徒ペテロ (1月 16 日）、セミョンはシメオン・ストルプニク (5月 24

日）の祝日である。

ここで、ロシア正教会における列聖を見ておきたい。正教会の『キリスト教辞典』に

よると、ロシア正教会が自らの聖人の列に加えるには、一般に次の条件が必要とされる。

生前、もしくは死後に奇跡を起こすこと、造骸が腐らないこと（必要条件ではない）で

ある叫そして、列聖されると、祝日が定められ、奉神礼がなされる。

なるほど、ヴィグの創設者には、同名の庇護聖人の祝日を祝う、特別の記憶の日があ

るが、これは創設者に限られたことではない。例えばイヴァン・フィリポフには金口の

イオアンの祝日 (1月 30日）、第5代僧院長マヌイル・ペトローフには殉教者マヌイル・

ハルキドンスキー (6月 17日）の祝日にというように、僧院長の健康と長寿を、同名の

庇護聖人の祝日に祈る習慣が、 1720年代からヴィグ共同体で始まり、共同体の歴史を通

して続けられたという 23)。

つまり、創設者が特に崇敬されていたことは疑う余地がないが、聖人の列に加えられ

たかどうかについては、さらに検討する必要があるだろう。

2. 2. ドゥルジーニン

前述のように、ヴィノクーロヴァは、ドゥルジーニンの論文も自説の根拠にしている。

18)「神によって結び合わされた御四方、四福音甚記者に等しい方々」 (MaKap雌.Hcrnpttl! ... C. 254.) 
19l "B nocne.ucrnm1 BCJO 3T)'qernep11uy B皿 OB!.(hl,Bepol!THO, np皿 m1K JJHUY CBl!Th!X" (MaKap雌.l1crnp1rn ... C. 
254. 注455.)

20lMaKap1111. l1crnp11叫 .C.254.注455.

21)ヴィノクーロヴァは、マカーリーを引用したオストロフスキーの論文について、 10月30l:lの間違いで
あろうと指摘している (BHHOKypoBa3. n. Me八Hble…C.211.注 IO.)。事実、預言者ダニールの祝Hは 10月
30日である。

2') ABepl!Hl.(eB C. C. (pe且.)XpllCTllaHCTB0.3Hl.(llKJJOne.u皿 ecKHIICJIOBapb. T. 2. C. 674. 
z:n!Ox11MeHKO E. M. Bb1roBcKaJI crnpoo6pl!.U'leCKaJI nycTh!Hb ... C. 310. 
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ドゥルジーニン (1859-1936)は、自身古儀式派信徒で、ヴィグ共同体の写本やイコン等

を多数収集し、初めてその独自性を認めた研究者である。彼は、ヴィグ共同体のイコン

の特徴を述べる際に、創設者のイコン描写に言及している。

“「OBOp月 06HKOHax, H皿0CK四 aTbTaKlKe 06 HKOHOCTHCHb!X H306pmKeH畑 x Bb1ropel¥KHX 

《c皿 Tb!X》.Ha Bbire 6binH KaHOHH30BaHhl八aHHHnB11Kyn11H, ITeTp ITpoKOnbeB, AH且pe月H

CeMeH八eHHCOBbl,KopH皿雌 11B11Tan雌． 24)" 

このように、 ドウルジーニンは、ヴィグ共同体の創設者を、括弧つきで聖人と記して

いる。また、 ドウルジーニンは、ヴィグ共同体の創設者の4人以外に、彼らの宗教上の

指導者であったコルニーリイやヴィターリも、ヴィグにおいて聖人の列に加えられたと

している。先のマカーリー、オストロフスキーの論と比較すると、彼等が列聖について、

“恐らく (Bepo月THo)" と述べているのに対して、 ドゥルジーニンは、「聖人の列に加え

られた (KaHOHH30BaHbI) 」と明記しているのである。しかし、そのためのいかなる説明

も根拠も記していないため、 ドウルジーニンの論からの検討は困難である。

次に、近年の主要なヴィグ共同体の文学研究者であるユヒメンコの著書に着目し、宗

教文学の観点から、創設者崇敬について検討したい。

3. ユヒメンコ

ユヒメンコは、これまでの女史のヴィグ共同体研究の総和である著書『古儀式派ヴィ

グ僧院』 25)において、 ドゥルジーニン等の収集に、自ら発掘した新しい文字資料を加え

た膨大な一次資料を分析することによって、ヴィグ共同体の宗教文学の全体像を明らか

にすると共に、共同体の宗教生活の実態を解明している。ユヒメンコは、ヴィグ共同体

の創設者崇敬について、様々な時代に制作された 73の追悼文 (Ha八rpo6HhleCJlOBa) を分

析し、創設者に対する世代ごとの意識の変遷を明らかにしている。

追I:卓文は、ピョートル・プロコピエフ (1719年没）の没後 40日目にアンドレイ・デニ

ーソフが、《CJJOBOHa八rpo6HoeTTeTpy TTpoKonbesy》を書いたことから、始まった 26)。追悼

文には、 1)没後すぐに作られるもの、 2)没後 40日後につくられるもの、 3)ある程

度時間が経ってから作られるもの、があるという 27)。そして、亡くなった僧院長に対す

Cl)"イコンについて言えば、ヴィグの「聖人」のイコン描写についても触れなければならない。ヴィグで

は、ダニール・ヴィクリン、ピョートル・プロコピエフ、アンドレイ、セミョン・デニーソフ、コルニリ

一、ヴィタリーが聖人の列に加えられている。,, 〔訳ーl.M.)~pylKHHHH B. f. K HCTOpHH KpeCTbJ!HCKOfO 

llCKYCCTBa XVII-XIX BB. s 0JJOHeUKOH ry6epHHll (xy,nolKeCTBeHHOe HeCJJe八IleBblfOBCKOH 110MOpCKOH 06HTem1) // 

距 BeCT卵 AK碑 M1111HayK CCCP. M., 1926. C. 1482. 

,a) !Ox11MeHKo E. M. BbirOBCKaJI crnpoo6pJI邸 ecKaJInycTbIHb. 八yxoBHaJ!)l(ll3HbII Jl!lTepaTypa. M., 2002. 

")!Ox11MeHKo E. M. BbirOBCKaJI crnpoo6pJI邸 ecKaJInycTbIHb ... C. 338. 

m!Ox11MeHKO E. M. Bb1roscKaJI crnpoo6pJI,n'lecK邸 nycTbIHb... C. 390. 
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る追悼文は、毎年ではないにしろ、しばしば創作された。しかし、 1740年代後半~70

年代にかけて、ヴィグ創設者のために創作された追悼文は現存していない。イヴァン・

フィリポフのために追悼文を作ったのは、ヴァシーリー・ダニーロフ 28)とマヌイル・ペ

トロフのみであったという。ユヒメンコは、現代まで伝わらないものがあると考えても、

減少の傾向にあったことは明らかである、としている 29)0 

ユヒメンコは、 1770年代末~so年代初めに、ユヒメンコは、ヴィグ共同体の創設者崇

敬に新たな局面が生まれたとする。 1780年頃、ティモフェイ・アンドレエフ 30)が、使徒

パウロのユダヤ人への手紙の一節である《ITOMHHTeHacTaBHI1KI1 Bawa…》「あなたがた（に

神の言葉を語った）指導者たちのことを思い出しなさい 31)」（ヘプライ人への手紙 13.7) 

を引用したことに、ヴィグの創設者に対する新たな姿勢の象徴を見ている 32)。1770年代

末から、再び創設者の記憶の日に、追悼文が作られるようになっているのである。特に

アンドレイ・デニーソフに対して、 1777~1787年の間に創作された追悼文が 5つ伝えら

れている 33)。その後、アンドレイ・ボリソフ (1734-1791)の時代には、創設者の追悼文

集が編まれ、 18世紀末には、アンドレイ、セミョン・デニーソフと、イヴァン・フィリ

ポフの伝記が作られた 3-l)。また-、ウイグには《HOBblMPocc雌 CKHMCTpa,ll, 皿 bl¥eM (新しい

ロシアの受難者へ）》の奉神礼が存在しており、 1780年代には、さらにもう一つ《HOBblM

CTpa,ll, 皿 hl¥eMo6m邸 cny)K6a (新しい受難者への全体の奉神礼）》と、コルニーリイとアン

ドレイ・デニーソフのための奉神礼が創作されたという 35¥

つまり、 1770~80年代に創設者崇敬が高まり、伝記や奉神礼など、ヴィグ共同体にお

いて、聖人に匹敵するほどの崇敬をうけていたことが分かる。しかし、ユヒメンコは、

あくまでも客観的に宗教文学を分析するという姿勢から、創設者が聖人の列に加えられ

たかどうかについては言及していない。すなわち、ヴィグ共同体では、創設者崇敬は高

まったが、聖人の列に加えられたことに対する明確な資料はない、と考えることができ

るだろう。

28)ヴィグの能筆家、作家。

,o)IOXHMeHKO E. M. B皿 OBCKaJIcrapoo6pJ1八qecKa月nycTb!Hb... C. 347. 
30)ヴィグ共同体の指導者、作家。

31) 『聖書（新共同訳）』、 I:!本聖害協会、 1997。
呵Ox11MeHKOE. M. Bb1roncKaJ1 crapoo6p月八qecKa月nycTb!Hh... C. 348. 
33lJ0xm1eHKO E. M. Bb1roncKaJ1 crapoo6pJ1且4ecKaJ1nycTb!Hh會..C. 349. 
31)アンドレイ・デニーソフ伝は、アンドレイ・ボリソフによって、セミョン・デニーソフ伝はチモフェイ・
アンドレエフによって執筆されたと考えられている。 (!Ox11MeHKOE. M. Bb1roncKaJ1 crapoo6pJ1.U'!ecKaJ1 
nycTblHb ... C. 407,458) 

33)J0x11MeHKO E. M. BhironcKaJI crapoo6pJ1.U'lecKaJ1 nycTb!Hh ... C. 354. 
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4 美術における創設者の描写

4. 1. イコン

次に、 ドゥルジーニンが言及している、創設者を描い

たイコン描写に着目したい。ヴィグ共同体で制作された

イコンは、文字資料によって高い芸術性が指摘されてい

るにもかかわらず、ごく少数しか現存していない。その

中で、モスクワ歴史博物館が所蔵している、アンドレイ ・

デニーソフのイコンは非常に輿味深い（図 1)。アンドレ

イは、上半身の立像で描かれている。顎髭を円状にたっ

ぷりと生やし、前髪と横髪が巻き毛であることが特徴 図1. A. デニーソフ

である。黒い上着を着て、右手の人差し指で本を指しながら、

目は観者をまっすぐ見据えている。デニーソフの描写は、 ニ

重円の内側に配置されており、四角の板の四隅に描かれる花

のモチーフは、同じくヴィグ共同体で制作された木彫、銅製

イコンを想起させる。このイコンは 19世紀に属しており、ヴ

イグ共同体の閉鎖が 1856年であることから、共同体の最後の

時期に制作されたと考えられる。この他、ペテルブルグのロ

図2.A. デニーソフ

シア文学研究所に、同じく

アンドレイ ・デニーソフを

描いたイコン画の儀軌があ

る（図 2)。巻き髪や顎搬など、歴史博物館のイコンと、

特徴が同じであり、 一見して同一人物の描写であるこ

とが分かる。素描のデニーソフも、まっすぐ観者を見

据えているが、右手の人差し指は本でなく、巻物の紙

を指している 36)。この描写は 18世紀に属している。

デニーソフは 1730年に亡くなっており、生前に描かれ

たとは考えにくく、 18世紀中後期に制作されたと思わ

れる。ペテルブルグの国立宗教史博物館に、ヴィグ共 図3.ヴィグの創設者、修道士

同体の創設者4人に修道士コルニーリイ、フィラレッ
コルニーリィ、フィラレット

トを加えた 6人を描いた儀軌が所蔵されている（因 3)。ヒ°ョ ート）レ、セミョン、アンド

レイの 3人とダニール、修道士コルニーリイ、フィラレットの 3人が左右に分かれて、

36)素描では、デニーソフは、紙を左手で指しているが、イ コンの催軌の素描という性格上、裏から見るべ
き物もあり、そうすると右手で紙を指していることになり、この方が自然であろう。
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それぞれ中央を向いた全身立像で描かれている。中央上部の雲上のキリス トが、双方に

祝福を与えている。 ピョートル、セミョン、アンドレイの 3人は手に持った紙を指で指

しているのに対して、残りの 3人は彼らに向き合っていて、右手で 2本指の十字架の印

を示している。アン ドレイの人物描写の特徴は、先と同じく、巻き髪であ り、弟のセミ

ョンも巻き髪で描かれている。また、アン ドレイが同 じく右手の人差し指で紙を指して

いるが、ヒ ョ゚ートルとセミョンは右手の指をそろえて指している。

以上3点のヴィグ共同体創設者の描写で、注目すべきことは、すべてのイコンや儀軌

において、創設者に後光が描かれていないことである。ここで、長司祭アヴァクーム

(1620-1682)のイコンに着目したい。長司祭アヴァクームは、総主教ニーコンが推し進

図4.アヴァクーム

めた教会改革に最後まで反対し、非業の死をとげており、信

仰のため殉教した者として、あらゆる宗派の古儀式派信徒に

よって崇敬されている。アヴァクームが最初にイコンに描写

されたのは、 17世紀末であるとされており 37)、没後まもない

時期である。制作地は不明であるが、 18世紀初頭のアヴァク

ームのイコンが、歴史博物館に所蔵されている（図4)。アヴ

アクームは全身立像で、キリスト、生神女マリア、天使の方

を向いて、2本指の十字架の印を示している。アヴァクーム

は、 CB皿 eHHOMY咄 HMI< (聖なる殉教者）と表現されて、

後光が描かれており、この時代にすでに、アヴァクームが古儀式派信徒によって、聖人

として崇敬されていたことを示唆している。後光と、 CBlllJ.(eHHOMy4eHHKの銘は、いずれ

もヴィグの創設者に為されなかったものである。その他、 ロシア国立図書館所蔵のイコ

ン画儀軌においても、アヴァクームには後光が加えられている。従って、アヴァクーム

は、古儀式派宗派によって正式に聖列される以前から 38)、古儀式派信者にとっては、聖

人と同 じ列の、崇敬の対象になっていたと考えられる。

デニーソフら、ヴィ グ共同体創設者のイコンに後光が描かれなかったということは、

イコン画家が、ヴィ グの創設者を、通常の意味の聖人としてはみなしていなかったため

と考えられる。しかし見方を変えて、肖像画でなく、テンペラ画のイコンに創設者を描

いた点に注目すると、崇敬すべき偉業者という枠を越えた存在であったといえよう。そ

して、アヴァクーム崇敬と比較すると、ヴィグ共同体創設者の崇敬は、人間としての聰

敬により近かったと推測される。

371 BypracJiT C. 「:,YwaKOB 11. A. Crnpoo6p叩 eCTBO... C. 8 

38)長司祭アヴァクームは、ロシア正教古｛殺式派の司祭派に屁するベロクリニッツァ教会において、 1916年
に正式に佃人の列に加えられている。(Bypra加C.r., YwaKos 11. A. Crnpoo6p• 邸 ecrno…C.8.) 
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4. 2. 手書のルボーク

次に、ヴィグ創設者の、手書のルボークにおける描写，、

に着目する。手書のルボークは、ヴィグ共同体で始まり 、

18世紀中期から 19世紀に広まった 39)。ヴィグ共同体で

制作されたとされる、ヴィグ僧院長を描いたルボークは、

数点伝わっている。その中で、ヴィノクーロヴァは、ダ i

ニール、ヒ°ョートル、アンドレイ、セミョンを描いた 19

世紀初期のルボークをとりあげて（図 5)、後光はないも

のの、聖人の列に加えられたことを示す典味深い資料で

あると述べている 40)。しかし、ヴィグ共同体のものとし

て、創設者のルボークと 同じ色調とスタイルで、ヴィ

グの 6代目僧院長ニキーフォル ・セ ミョーノフ (1684-

図5.D. ヴィクリン、 Pプロコ
ピエフ、 A.,S.デニーソフ

1774)とレクサの指導者セミョン・チトーフ(-1791)

を描いた 19世紀中期のルボークが伝えられている

国 6)。また、ペチョーラで制作されたものでは

あるが、セミョン ・デニーソフ、イ ヴァン ・フィ

リポフ、ダニール・ヴィクリンの 3者を描いたル

ボークもある（図 7)。すなわち、ルボークからた

だちに創設者の列聖を断定するのも、やはり早計

である。

図6.N. セミョーノ フ、S.チトーフ
手書のルボークと 、前述のイコン描写とを比較

すると、アンドレイの人物描写の特徴が一致している。しかし、図 3の儀軌では、アン

ドレイのみが右手の人差し指で紙を指していたが、図 5のルボークでは、アンドレイに

加えてセミョンも人差し指で指

していて、ヒ°ョート）レとダニー

ルは 2本指の十字架の印で紙を ，
''・ I一

指し示している。つまり、イコ

ン、手書のルボークの描写に共

通して、アンドレイのみが、常

に右手の人差し指で紙もしくは

本をさしているのである。さら 図7. S. デニーソフ、 I . フィリポフ、 D.ヴィクリン

'°111TOKHHa E. 11. PycKHli p11cosaHHblH ny6oK KOHl.¥a XVIII-Ha0iana XX seKa. M., 1992. C. 5-7 

・101BHHoKypoaa 3. n. MeJJ,Hb1e ... C. 213. 注34
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に、注目すべきことは、手書のルボークでも、イコンと同様、ヴィグの創設者や指導者

に後光は描かれていない。従って、イコン画家とルボークの職人は相互に密接な関係が

あったといえるだろう。また、手書のルボークでは、創設者以外にも、特に敬われてい

た僧院長や指導者も描かれることがあり、イコンよりも描かれる対象の幅が広かったと

考えられる。そして、制作年代を見ると、創設者を描いたイコンは 18世紀中後期から

19世紀に、ルボークは 19世紀初期から中期に属しており、ユヒメンコが指摘している、

1770年代以降の創設者崇敬の高揚と符合している。

5 創設者の列聖とヴィグ共同体

このような宗教熱の高まりはどのような背景を持っているのだろうか。そもそも、ロ

シアの伝統的な修道院の創設者が列聖される例は多い。ロシア正教会総本山の一つであ

る、聖三位一体修道院の創設者ラドネジのセルギー (1320頃ー1392) をはじめ、白海の

ソロヴェッキー修道院の創設者ゾシマ (1478年没）とサヴァーチィ (1435年没）も列聖

されている。ヴィグ共同体のモデルにロシアの伝統的な修道院があったと考えられるこ

と、特にソロヴェッキー修道院を理想として、その後継者たらんとしていたことを考慮

すると ,11)、ヴィグ共同体においても、同共同体の創設と繁栄に大きく貢献した創設者に、

聖人の列に並ぶほどの崇敬を寄せようとするのは、むしろ自然な動きと言える。

しかし、ロシア正教の伝統に忠実に従うならば、聖職者や教会の位階を持たないヴィ

グ共同体で、創設者を聖人の列に加えることは、明らかな矛盾となる。それでもなお、

創設者を聖人に匹敵する存在とみなしたいという願望は確かにあった。創設者が没後に

起こしたとされる奇跡も伝えられている。この奇跡によって、共同体信徒の意図や心情

を照らし出すことはできないだろうか。イヴァン・フィリポフが同共同体の歴史書に記

載し、オストロフスキーが“ある種の奇跡”と呼んだ、創設者アンドレイによる奇跡と

は、次のようなものである 42)。

「1731年、ヴィグに軍隊へ2倍の兵士を送るように要請が来た。彼等にとって苦しい

時代だったので、この重い責務から逃れたいと考えていた。するとグトエフという姓の

オロネツの古儀式派信徒のもとに、ある夜奇跡の幻が現れ、（中略）・・・〔グトエフは一

J.M.)全員が偉大な聖人のような白い法衣を着た、なみなみでない奇跡の男たちの集団

がやって来るのを見た。グトエフのもとに見知らぬ男が近寄ってきて、以前のヴィグ僧

院長に会いたいかどうか尋ねた。マルチン〔グトエフーJ.M.〕は、彼は私を知らないし、

w!OxHMeHKO 3. M. (pe.11.) Hemsecrn邸 PocC!lll.K 300-JJeTIIIO Bbl「OBCKOHcrnpoo6pll.11CKOH nyCTb!Hll. M., 1994. C. 

9. 

・12l OcTposcK11il八.Bb1roncKall…C. 58,59. 注 5.
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私は彼に会ったことがないので、どうやって彼のもとに行けばいいのか尋ねた。その男

は、「心配するな。彼は君のことを知っているし、杖を持って先を歩いているので、彼が

分かるだろう」と私に言った。（中略）イエスに祈りを捧げているアンドレイが私には見

えた。するとアンドレイは私に言った。さあ今、モスクワで手にいれた、僧院の住人か

ら兵士を募らないし、そして我々の拘束されていた兄弟も解放するという命令を携えて

町（オロネツ）に行きましょう。（中略）幻は消え、その夜、モスクワから、ヴィグの労

働者たちを解放し、ヴィグと他のスキトから兵士を募らず、取らないという命令が届い

ていたことが、次の日に分かった」

この奇跡は、ヴィグ共同体の創設者であるアンドレイが、同共同体の庇護者として、

共同体の不幸や災いを解決してくれる存在であることを示唆している。聖人は、神の僕

であって、神のように自らの力で我々を救うのではなく、神の前で、我々の庇護者とし

てとりなしをしてくれる、とされている。それ故、創設者を聖人と同等の位に置くこと

によって、共同体が困難に直面した時に、彼等の庇護者である創設者のとりなしによっ

て、神の恩恵を授かることを願っていたと考えられる。また、庇護者を通じて為される

奇跡の、その発生そのものが、神の恩寵を受けている、すなわち神による守りと後ろ盾

があるということを証している。国家教会側から迫害を受ける立場にあった古儀式派信

徒にとって、神によるご加護は、信仰の正統性を自他に証明する重要な手立てであった

だろう。国家と教会の関係が密であるロシアにおいては、聖人や奇跡が、教会、ひいて

は政権を確立する上で大きな役割りを果たすことは、いわば一つの伝統でもある。例え

ば、イヴァン雷帝と府主教マカーリーは、国権と教権の確立と仕上げをねらって、短期

間に多数の聖人を認めている 43)。つまり、ヴィグ共同体の信者が、創設者を聖人のよう

にみなしていた背景には、ロシアの伝統的な修道院の先例にならうと共に、創設者によ

る庇護のもとに、共同体存続を確立し、古儀式派信仰の正統性を強調したいという意図

と願望を込めていたと考えられる。

6. 結語

ヴィグ共同体の創設者崇敬について、史料、イコン、ルボークの描写をもとに検討し

た結果、次のことがいえる。ヴィグ共同体では、創設者の死後しばらく経過した 1770

年代以降、創設者崇敬の傾向が高まり、追悼文や伝記、奉神礼が多く創作された。イコ

ンやルボークにおいても、創設者が描かれるようになった。しかし、イコンでも、ルボ

ークでも、後光が描かれず、列聖を示す明確な文字資料がないことから、創設者は、聖

131 Asep1rnues C. C. (rnas.pe且）XpnCTIJaHCTBO. 3HUIIKJJOne)11!4ec1rnli CJlOBapb. T. I. C. 674. 
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人に匹敵する崇敬を受けていたものの、聖人の列に加えられたとみなすことは困難であ

る。ヴィグ共同体の信者が、このように創設者を聖人に匹敵する存在と考えていた背景

には、創設者を通して神の加護を得ることで、共同体の正統性を強調し、存続を願うと

いう期待があったものと推察される。
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